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川崎および中の瀬海域から初記録の魚類－m横浜、

工藤孝浩・中村良成

Takahiro Kudo and Ryosei Nakamura: 

New Records of Fishes from the Coasts of Yokohama, Kawasaki 

and N akanose Areas, Tokyo Bay－皿

定した。

3投網 ・子網等調査

横浜市金沢区の野島 ・平潟湾周辺の水深 lm未

満の浅海域で，毎月 1回投網と手網を用いた魚類

の採集を行った。用いた投網の目合（2脚 1節長）

は12.5mm，裾廻りは1400目であり，手綱の径は約

30cmであった。

今回は，次のような押し網と地びき網を新たに

用いた。押し網は，Amarullah& Senta (1989）が

使用した，網口1.5×0.3m，袋網側長2.5m・ 2 mm 

メッシュのものである。地びき網は，那須ほか

(1996），東京都環境保全局水質保全部（1997）など，

はじめに

筆者らは，東京湾内湾部の魚類相を明らかにす

るため，横浜市内に水揚げする漁船の漁場である

横浜・川崎市沿岸から中の瀬を含む海域の魚類を、

水揚げ物と自らの採集によって調査している。近

年新たに発見された種については，本誌上で報告

しており （工藤・中村，1994；工藤ほか， 1996），前

報では，当該海域から278種の魚類が記録されたこ

とを述べた。その後の 3年間にはウロハゼ

Glossogobius olivaceusが記録されたほか（木村ほ

か，1997）， 筆者らによって新たに27種が記録され

たので報告する。また，前報で紛失中とした標本が

発見されたので，併せて報告する。
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調査方法

1996年10月から 1998年10月までの聞に，次の

ような方法により魚類を採集した。採集された標

本は，横須賀市自然博物館魚類資料何CMヂ）とし

て登録保管した。

1水揚げ調査

横浜市漁業協同組合本牧支所と柴支所および横

須賀市東部漁業協同組合横須賀支所のそれぞれの

出荷場において，小型機船底びき網や東lj網漁業な

どの水揚げ魚の全ての種類を記録した。資料的価

値が高いものは譲り受け，生鮮時のカラー写真を

撮影し，10%ホルマリン水溶液で固定した。ほぽ周

年にわたって毎週1回実施した。

2潜水調査

横浜市金沢区の野島海岸において毎月 1回，岡

市中区の山下公園前において年2圃，スキューパ

ダイビングを用いた魚類の潜水目視観察を行った。

観察された全ての魚類の発育段階と個体数を記録

し，水中写真の撮影も併nせて行った。資料的価値が

高いものについては子網によって採集し，生鮮時

のカラー写真撮影後に 10%ホルマリン水溶液で固



東京湾内湾部の他の魚類相調査で近年標準的に用

いられている袖網長4.5m，胴網長3.5mのもので，

海中ゴミのヲ｜き上げのため年に数回曳かれた。

調査結果

著者らの調査により，横浜・川崎および中の瀬海

域から新たに27種の魚類が記録された。以下にそ

れらを目録と して記述する。本報告の標本に関す

る記述は，標本番号，丸括弧内に標本長（SL：標

準体長、またはTL：全長）（複数個体の場合は個

体数および標本長範囲），採集年月日，採集地，採

集方法（水揚げ物の場合は丸括弧内に漁場名），採

集者の順に記した。魚種名および分類学的配列は

中坊編（1993）に従った。分布記録は近隣海域に

限って記した。一般的な分布は中坊編（1993），特

に幼期については沖山編（1988）によった。

ガンギエイ科Rajidae

コモンカスベRajakenojei 

YCM-P35370，雄（485.0mmT L) , Mar.9,1996, 

横浜市漁協柴支所出荷場，小型機船底びき網（漁場

不明に採集者：工藤（図2-1); YCM-P35371，雌（2 

個体，477.0-501.0mmT L) , Mar.9,1996，柴支所出

荷場，小型機船底引き網（漁場不明） ，採集者：工

藤（図2-2

本種は，函館以南，東シナ海の水深30～ 100m 

に分布し，県内では，茅ヶ崎定置網（山田・工藤，

1996）から記録がある。漁業者によれば東京湾南部

の水深30m以深で小型機船底びき網にしばしば入

網する。しかし，本種の市場価値はほとんどないた

め海上投棄され，水揚げされることは滅多にない。

サケ科Salmonidae

イワナ SalvelinusJeucomaenis 

YCM-P35372 (317.0mm S L) , Apr.26,1996，横

須賀支所田浦出荷場，刺網（金沢湾沖），採集者：

中村 （図2-3)

本標本は，現在の分類にあてはめるとニッコウ

イワナ S.Jeucomaenispluviusの特徴を有している。

ニッコウイワナの特徴のひとつである桂色や黄色

の有色斑が体側にないが（カラー写真は工藤

(1996）に掲載），湖沼型のニッコウイワナの有色斑

は薄くなるか消えることが知られており ，河川型

においても全ての個体が有色斑を有しているわけ

ではない。白斑の径が瞳孔径より小さい事から，体

側に白斑のみを有し千葉県以北の本州・北海道沿

岸に降海するアメマス S.Jeucomaenisleucomaenis 

である可能性は薄い。本標本は，形態特徴が暖昧で
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尾鰭が歪曲していることから養殖魚、の可能性が高

く，また，カワマス S.fontinalisやアメマスとの交

雑も疑われる（中村智幸氏私信）ことから，単にイ

ワナとした。

鱗には，海中生活期にできる幅が広い鱗紋は形

成されておらず，胃には，魚類と思われる消化物と

ともに樹木やヨシ等の陸上植物片が認められたこ

とから，降河して聞もない個体と考えられた。

タラ平ヰGadidae

スケトウダラ Theragrachalcogramma 

YCM-P35373 (378.0mm S L) , Jan.21,1998，横

浜市漁協本牧支所出荷場，刺網（根岸湾），採集者：

中村（図2引

東京湾・相模湾周辺では，黒潮の蛇行に伴って形

成される冷水塊や，房総半島沖から流入する親潮

系低温水の波及に伴って しばしば亜寒帯性の魚

類が出現する。本種は，宮城県以北の北日本のO～

2000 mの表 ・中層域に分布するが，1975年8月か

ら1980年8月に遠州灘沖に定着した大冷水塊の影

響を受けた1974年から1981年に，相模湾の釣りや

定置網で5個体が漁獲され（木幡・亀井， 1981），そ

の後東京湾口の洲ノ崎沖で、釣獲されたことがある

（山田，1990）。これらの出現期はいずれも 2～ 4月

であり，東京湾・相模湾周辺における本種の出現は

低水温期に限られる。

Exocoetidaeトビウオ不4
サガトビウオ Prognichthysbrevipinnis 

YCM-P35374 (18.lmm S L) , Aug.19,1998，野島

海岸，手綱，採集者．工藤（図2-5)

本種は，南日本に分布し，稚仔魚の出現の北限は

房総半島南端とされている。幼期にヒゲ状器官は

生じず，太短い体と胸鰭前部鰭条の外縁がほぼ体

軸に平行な直線をなす胸鰭の特異的な形状から同

定は容易で、ある。稚魚、は三浦半島城ヶ島沿岸で採

集された記録があり（工藤・阿部， 1991），横浜市

港湾局監修（1988）の横浜市海の公園周辺で採集さ

れたトビウオ科の 1種EXOCOETIDAEGen.sp.2は

胸鰭・腹鰭の形状から本種であろう。

本標本は， 1998年8月19日に以下に述べるトビ

ウオ科6種をはじめとする多種の外洋表層性の稚

魚、とともに採集されたが，当日はホンダワラ科の

流れ藻は極めて少なく ，対岸の千葉県沿岸が起源

と思われる多量のコアマモや陸上起源のゴミとと

もに漂着した。

ホソアオトビHirundichthysoxycephalus 



YCM-P35380 ( 9個体，15.l-21.7mmSL), 

Aug.19,1998，野島海岸 ・金沢漁港，子網，採集者 ・

工藤（図2-6,7) 

本種は，南日本・黒潮暖流域に分布し，幼期は土

佐沖合で6月上旬－ 8月中旬，房総半島で7月下

旬～9月上旬に出現する。幼期にヒゲ状器官は生

じず，体は比較的細長く，胸鰭と腹鰭の外縁に黒色

帯がある。横浜市沿岸からは同属のニノジトビウ

オ H.speculigerが記録されており（工藤 ・中村，

1994；工藤ほか， 1996），両種の幼期は似ているが，

吻・ll艮間域・上顎端および下顎に色素胞が発現する

ことから本種と同定された。

本標本の採集数は，同時に採集されたトビウオ

科の中でアヤトビウオに次いで多かった。本県沿

岸における本種の記録はないが， 著者のひとり工

藤は， 1988年に城ヶ島と伊豆大島の中間地点を漂

流する流れ藻から本種稚魚を採集している。

アヤトビウオ Cypseluruspoecilopterus 

YCM-P35375 (13個体，9.2-26.4mmSL) , 

Aug.19,1998，野島海岸 ・金沢漁港，手網，採集者：

工藤 （図2-8,9) 

木種は，房総半島以南の南日本に分布し，幼期は

台湾東部沿岸から房総半島東部域にかけての沿岸

部に集中し，黒潮の外側域や20°叫J、南の海域には

出現しない。幼期にヒゲ状器官は生じず， 体は太

く，頭は大きく，丸みを帯びた胸鰭と）］到着は黒褐色

で，胸鰭には3弧状の横斑がある。

トビウオ科稚魚、の中では沿岸で採集される頻度が

高く，城ヶ島ではほぼ毎年出現し（工藤・阿部，1991)'

木標本採集時にも最多の13個体が採集された。

トビウオ C.agoo agoo 

YCM-P35376 ( 2個体，8.8-13.3mmS L) , 

Sep.9,1997，野島海岸，手網，採集者 ：工藤 ；YCM-

P35377 ( 3個体，14.9-22.2mmS L) , Aug.19,1998, 

野島海岸・金沢漁港，手網，採集者：工藤（図2-10'

3-1) 

本種は，南日本に分布し，幼期は台湾東部から房

総半島にいたる日本列島沿いの比較的沿岸域に出

現する。幼期に短いヒゲ状器官を生じ，体は細長く

側偏する。全身は白色で，胸鰭と腹鰭の中央部と背

鰭先端部および体後半部に色素胞が集中する。

本県沿岸において，三崎周辺定置網（山田・工藤，

1996），佐島魚市場（林 ・伊藤， 1974b）， 西湘定置

網（林 ・西山， 1980）で記録があり ，稚魚、は城ヶ島

（工藤 ・阿部， 1991）の採集記録がある。岩田ほか

(1979）が金沢区柴漁港で、採集したトビウオ科sp.
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(17.0mm SL）は写真から判断して本種であろう。

オオメナッ トビ C.unicolor 

YCM-P35378 (39.0mm S L) , Aug.19,1998，金沢

漁港，手網，採集者 ：工藤（図3-2)

本種は，琉球列島から伊豆諸島近海の黒潮暖流域

に分布し，幼期は黒潮暖流域に広範に出現する。幼

期にヒゲ状器官を生じ，体は太く，頭と 日は大き

い。体側に 5暗色横帯が認められるほか，胸鰭と腹

鰭にも持徴的な斑紋が認められる。横浜市港湾局

監修（1988）の横浜市海の公園周辺で採集された ト

ビウオ科の 1種 EXOCOETIDAEGen.sp.1は，胸

鰭・腹鰭および体側の斑紋から本種と同定される。

それ以外に木県沿岸における出現記録はない。

アリアケトビウオ C.starksi

YCM-P35381 (15.4mm S L) , Aug.19,1998，金沢

漁港，手網，採集者 ：工藤（図3-3)

本種は，伊豆諸島近海の黒潮流域に分布し，幼期

は九州西部沿岸，有明海，鹿児島湾内および薩南海

域に分布する。幼期は前l~~Iのアヤ トビウオに似る

が，頭が小さく，体側の色素胞がやや多く， 背鰭と

骨鰭がやや低く ，尾鰭下葉長がやや短いことから

本種に同定した。成魚は三崎周辺定置網（山田・工

藤， 1992）の記録がある。

ウチダトビウオ C.naresii 

YCM-P35379 ( 8個体，ll.7-23.9mmSL), 

Aug.19,1998，野島海岸 ・金沢漁港，手綱， 採集者．

工藤（図3引

本種は，房総半島以南の南日本に分布する。幼期

はホソトビウオ C.hiraiilこ酷似するが，頭長は体長

の24.3-26.3% （後者では19.9～23.5%）である

こと，腹，鰭の先端が体長ll.7mmで、既に脅鰭基底を

超えている（後者は13.4mm前後で、静鰭基底に達す

る）こと，背鰭に色素胞を有すること（後者の背鰭

は淡色）から本種と同定した。しかし，ヒゲ状器官

の形態や形成期，胸鰭長などが陳（1988）の記載と

若干異なることを付記しておく 。

ツクシ トビウオ C.heterurus doederleini 

YCM P3600 (16.9mm S L) , Aug.19,1998，金沢

漁港，手網，採集者 ：工藤（図3δ）

本種は，北海道南部以南の各地に分布し，幼期は

房総半島から有明海にかけての南日本に出現する。

標本は，短いヒゲ状器官を有し，体は細長く ，頭は

小さく， 体側には5暗色横帯が認められることか

ら本種と同定した。



相模湾の定置網では普通に漁獲され（山田・ 工

藤， 1996），稚魚、は城ヶ島で採集されている（工藤・

岡部， 1991）。菅野監修（1998）に掲載されている

横浜市中区大岡川河口で撮影されたトビウオは本

種と思われる。

ダツ干：4Belonidae 
ハマダツ Ablenneshians 

YCM・P35382 (3個体，26.1-35.7mm S L) , 

Aug.19,1998，金沢漁港，手網，採集者 ：工藤（図

3-6) 

下北半島以南の太平洋沿岸に分布する表層沿岸

魚。本種の幼期は，背面に3個の灰白色斑があるこ

と，背鰭と智鰭の鰭条数はともに多いことで近縁

他種と容易に識別しうる。

三崎周辺定置網（山田，1990），西湘定置網（林・

西山， 1980）で記録があり，稚魚、は城ヶ島で採集さ

れている（工藤・阿部，1991）。

サンマ科Scomberesocidae

サンマ Cololabissaira 

YCM-P35384 (284.0mm S L) , May 28,1996，本

牧沖，小型機船底びき網，採集者：工藤（図3-7)

本種は外洋表層性で日本各地に分布し，季節的

な回遊を行う。太平洋岸では8～ 9月に北海道・千

島列島海域まで北上し， 3～ 6月に熊野灘・四国沖

で産卵する（落合 ・田中 1986）。相模湾には5月

を中心に産卵後の索餌北上群が来遊し，定置網な

どでまとまって漁獲されるこ とがある（山田，

1990；林・西山， 1980）。索餌北上群の一部には，稀

に東京湾内湾へ入り込むものがあり，著者のひと

り工藤は，横浜港大黒埠頭で1977年 5月に本種を

釣獲したことがある。

アイナメ科Hexagrammidae

ホッケ Pleurogrammusazonus 

YCM-P35385 (317.Smm S L) , Mar.31,1998，柴

支所出荷場， 小型機船底びき網（中の瀬），採集者：

中村（図3-8)

本種は茨城県以北に分布する亜寒帯性の魚類だ

が，東京湾・相模湾においては，スケソウダラと同

様に海況によって稀に漁獲されることがある（木

幡・ 亀井， 1981）。本標本を含み，東京湾 ・相模湾

における本種の漁獲時期は 1～ 5月である。本標

本が漁獲される 2日前には 毘沙門定置網でも漁

獲された（山田・ 工藤，1999）。

テンジクダイ干ヰApogonidae
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クロイシモチApogoncarinatus 

YCM-P35400 ( 3個体，21.8-40.0mmSL) , 

Oct.3,1998，野島海岸，スキューパ，採集者：木村

（図3-9)

本種は， 神奈川県以南の内湾の転石の多い砂泥

底に生息する。相模湾では佐島魚市場（林， 1977)

や三浦市沿岸（工藤ほか， 1992）で記録があるが，

東京湾内湾部からの記録はない。

本標本は，野島海岸の水深1.8mにある古い投棄

漁網の塊に定位していたもので，定位場所を巡っ

て大型個体が小型個体を追い払う行動が観察され

た（木村氏私信）。なお， 1996年10月12日には，ほ

ぼ同じ場所で空き缶の中に定位していた小型個体

が採集された。

アジ科Carangidae

ツムブリ Elagatisbipinnulate 

YCM-P35386 (22.7mm S L) , Sep.9,1997，野島

海岸，手綱， 採集者： 工藤（図3-10)

本標本の背鰭と腎鰭は，それぞれ7赫28軟条， 2

赫18軟条を数え，全て鰭膜でつながっているが，将

来前者はVI-I, 26 + 2に，後者はI-I, 16 + 
2に分離するものと推察される。本種幼期の特徴

とされる頭J頁後縁の矢状の骨質隆起と ，前偲蓋骨

外縁隅角部の鋸歯をともなう強大な 1赫は，成長

に伴い既に消失していた。

南日本に分布し，沖合から沿岸の表層を遊泳す

る。三崎周辺定置網（山田，1990），西湘定置網（林・

西山， 1980），相模湾浮魚礁（工藤， 1998）などの

記録がある。

イケカツオ Scomberoideslysan 

YCM司P35389(45.4mm S L) , Sep.24,1998，平潟

湾，投網，採集者： 工藤 （図4-1)

本種は，南日本の沿岸浅所から水深100mまでに

分布する。本標本は，4本の小規模都市河川が流入

する潟湖型干潟で採集されたが，相模川河口での

採集記録があるように（長峯 ・浜口， 1980），幼期

は低塩分の環境を好むようである。西湘定置（林・

西山，1980）から記録があるが，東京湾・相模湾周

辺においては極めて稀で，東京湾内湾部から初記

録である。

イトヨリダイ干ヰNemipteridae

ソコイトヨリ Nemipterusbathybius 

YCM-P35387 (117.3mm S L) , Jan.25,1998，柴支

所出荷場，小型機船底びき網（中の瀬） ，採集者：

中村 （図4-2) 



本種は，房総半島以南の水深150～250mの泥底

に分布する。三崎周辺および藤沢定置網（山田，

1990），西湘定置網（林 ・西山，1980）から記録が

あるが，東京湾内湾部から初記録である。

チョウチョウウオ干4Chaetodontidae 
ツキチョウチ ョウウオ Chaetodonwiebeli 

YCM-P35388 (42.8mm S L) , Oct.15,1998，海の

公園，スキンダイビング，採集者：野中（図4-3)

本種は，伊豆 ・高知県以南の岩礁域に分布する。

日本ではチョウチョウウオ科の中でも稀種とされ

ており（平田， 1991），伊豆半島田ノ浦（東ほか，

1989）が北限記録であった。幼期はチョウチョウウ

オCauripesに似るが，体側の黄色昧が強く ，体後

半には不明瞭ながら斜め縞が認められ，尾柄部に

大黒斑がある。

本標本は，水深1.5mにある平たい3m角のコン

クリー卜ブロックと海底との間隙に少なくとも 3

～ 4週間は定着しており ，滅多に間隙の外へ泳ぎ

出すことはなかった（野中氏私信）。東京湾内湾部

から初記録で，本種の北限記録となる。

ウミタナゴ科Embiotocidae

オキタナゴNeoditremaransonneti 

YCM-P35390 (120.7mm SL), May 28,1996，金

沢区福浦，釣り，採集者：工藤（図4-4) 

本種は，千葉県以南の日本各地沿岸に分布する。

近縁のウミタナゴD.temminkiに比べて外洋性が強

いため，これまで調査水域から記録されなかった

が，三浦半島をはじめとする近隣海域ではごく普

通にみられる（山田，1990；工藤・阿部， 1991；林・

伊藤， 1974b）。

スズメダイ科Pomacentridae

ニセクラカオスズメダイ Amblyglyphidodonterna-

ten sis 

1998年10月21日，横浜市中区の大岡川感潮域（河

口からの距離約1km）において，投棄された自転

車に定着している未成魚1個体が目視確認され，

水中ビデオに収められた（撮影：中川）。

本種は八重山諸島に分布し，水深1～ 12mのシ

カツノサンゴの多いサンゴ礁でみられるとされ，

高知県相島（平田ほか 1996）など，本土沿岸の黒

潮上流域からは未記録で，北限記録を大きく更新

する発見である。水温低下に弱LEと考えられるこ

とから，標本の採集が急がれる。

ボラ科Mugilidae
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ナンヨウボラMoolgardaperusii 

YCM-P27641 ( 3個体，30.6-35.3mmS L) , 

Sep.19,1993，野島水路，投網，採集者：工藤（図4-5)

本標本は，前報において同定後紛失したとした

ものである。調査海域からは近縁のモンナシボラ

M.engeliが出現する可能性があるが（瀬能博士私

信），体が側偏すること，第1背鰭の位置が前であ

ることから本種と同定した。

ハゼ干ヰGobiidae

／、ナハゼPtereleotIゴshanae 

1998年10月22,23および30日に海の公園沖合

の水深4～ 5mの砂泥地の緩やかな斜面で，未成

魚2個体が目視観察され 水中写真に収められた

（撮影：工藤）。

テッポウエビとそれに共生するスジハゼが多数

生息する 5m四方ほどの特定の場所で毎回観察さ

た。海底上10～ 30cmを遊泳し，警戒するとテッポ

ウエピの穴に入る。本種は千葉県以南の砂地にす

み， 三浦半島西部から記録がある（工藤・阿部，

1991；林・伊藤1974b）。

チクゼンノ、ゼ Chaenogobiusuchidai 

YCM-P35399 (23.7mm S L) , Jan.24,1997，海の

公園，押し網，採集者：清水（図4・6)

本種は，北海道有珠湾から鹿児島県の河口域に

分布する。エドハゼC.macrognathosに似るが，下

顎下面にヒゲがあり ，上顎は下顎より突出せず，頭

部や体の上部2/3に濃褐色斑があり，体側中央部で

は縦列斑を形成することから本種と同定した。本

種は前鯉蓋管に 3開孔を持つとされているが，本

標本は鈴木・増田（1993）が指摘するとおりの 3開

孔を持たないものであった。

東京湾では，千葉県木更津市の小橿川河口干潟

のみから記録があり（工藤， 1997），神奈川県側か

らの発見が待たれていた。

マカジキ干：4Istiophoridae 
バショウカジキ Istiophoruspla砂pterus

YCM-P35391 (37.7mm S L) , Sep.9,1997，野島，

手綱，採集者 ：工藤（図4-7)

本種は，外洋表層遊泳性で，インド・太平洋の温・

熱帯域に分布する。成魚は 三崎周辺定置網（山田・

工藤，1992），幼魚は西湘定置網（林 ・西山， 1980)

から記録がある。

本標本は，上柳（1963）に示されている eye-fork

length: 20.0mmの図より少し大きいが（e-f.l:

28.0mm）両者はよく似ており，容易に20.3mmか



ら28.0mmへの移行が理解される。また， Snout

length (tip of snout-front margin of eyes) I e-f.I.の

値が約40%を示し，バシ ョウカジキのそれに相当

する。さらに，本種の産卵場が最も採集地に近く，

そこからの移送があるらしいことが調べられてい

ること等を根拠に，中村泉博士は本種と同定した。

本標本は，生時と鮮時のカラー写真が撮影され

ており，それらと併せて別途詳細な記載を報告す

る予定である。

ギマ科Triacanthidae

ギマ Triacanthusbiaculeatus 

YCM-P35392 (43.3mm S L) , Oct.15,1995，野島，

地びき網，採集者 ：工藤（図4-8 ) ; YCM-P35393 

( 6個体，l7.9-25.9mm S L) , Sep.10-29,1997，鶴見

川河口，手網，採集者：棺垣；YCM-P35394 (77.0mm 

S L) , Oct.18,1997，山下公園，スキューパ，採集

者：工藤；YCM-P35395 (16.2mm S L) , Aug.9,1998, 

野島水路、投網，採集者 ：工藤 ；YCM・P35396( 2 

個体，41.6・55.3mmS L) , Sep.24,1998，野島水路，

投網，採集者 ：工藤

本種は，静岡県以南の浅海の底層部に生息し，三

崎周辺定置網（山田・工藤，1992）から記録がある。

東京湾・相模湾周辺では従来稀種とされていたが，

1995年以降は調査海域に幼魚が頻繁に出現してい

る。全長lOmm台の特に小型のものは鶴見川河口や

平潟湾などの低塩分の環境に出現する傾向がある。

ノ、コフグ科Ostraciidae

コンゴウフグLactoriacornu臼

YCM-P35397 (27.6mm S L) , Aug.8,1998，里子島，

地びき網，採集者 ：工藤 （図4 9) 

本種は，静岡県以南の内湾の浅所に生息すると

され，館山湾南部（林・伊藤， 1974a），三崎周辺定

置網（山田・工藤， 1992）， 三浦半島南西部沿岸 （工

藤 ・阿部，1991）， 天神島・ 笠島 （林，1977）など

から記録がある。

本標本は，水深 1m未満の障害物がない砂底から

地びき網で採集された。東京湾内湾部からは初記

録である。

フグ科Tetraodontidae

キタマクラ Canthigasterrivulata 

YCM-P35398 (64.2mm S L) , Oct.18,1997，山下

公園，スキューパ， 採集者 ：工藤（図4 10) 

本種は南日本に分布し， 三浦半島西岸ではごく

普通にみられる（山田，1990；工藤 ・阿部，1991;

萩原 ・長谷川，1990）。本標本は，水深3mの氷川

丸の桟橋でメバルの群がりの中に 1個体だけ混
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じっていたものである。
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図2.1.コモンカスベ（雄） YCM-P35370 ; 2.コモンカスベ（雌）YCM-P35371; 3.イワナYCM-P35372;4.スケトウダ

ラYCM-P35373;5.サガ トビウオYCM-P35374;6.ホソアオトビYCM-P35380;7.ホソアオ トビ（背面） YCM-P35380; 

8.アヤトビウオ YCM-P35375;9.アヤトビウオ （背面） YCM-P35375; 10.トビウオYCM-P35376.
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図3.1.トビウオ（背面） YCM-P35376; 2.オオメナットビYCM-P35378;3.アリアケトビウオ YCM-P35381;4.ウチダ

トビウオ YCM-P35379;5.ツクシトビウオYCM-P36000;6.ハマダツ YCM-P35382;7.サンマYCM-P35384;8.ホッケ

YCM-P35385; 9.クロイシモチYCM-P35400;10.ツムブリ YCM-P35386.
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図4.1.イケカツオYCM-P35389;2.ソコイ トヨリ YCM-P35387;3.ツキチョウチョウウオYCM-P35388;4.オキタナゴ

YCM-P35390; 5.ナンヨウボラYCM-P27641;6.チクゼンハゼYCM・P35399;7.バショウカジキYCM-P35391;8.ギマ

YCM-P35392; 9.コンゴウフグYCM-P35397;10.キタマクラ YCM-P35398.
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